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口蓋帆挙筋の筋長を最大単収縮高の得ふれる長さに設定し，パルス幅0.1m sec 電圧 6Vの単一矩形波
刺激で双極白金針電極を用い，筋を直接刺激し誘発した等尺性単収縮の収縮時間は43 土4.2msec，半
弛緩時間は33 :i: 5.2msec となり 本筋は収縮時間の面からは速筋と遅筋のほぼ中聞に位置する筋肉で
ある事が判明した。反復刺激下の発生張力に関しては，刺激頻度が15Hz を越えると単収縮の加重が





り各種の方法により測定されてきた。本実験では MacPherson & Wilkie らの方法に準じ，口蓋帆挙
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筋の active state plateau の持続時間を測定し， 4.2msec (3.9........4.5msec) の結果を得た。 次に
口蓋帆挙筋への負荷を 0.5gr に設定し，刺激前の筋長に対する変位量の割合(収縮率)を測定した。単





筋長の変化は，最大単収縮高の得られる筋長 (Lo ) の前後士 2mmの範囲を， 0.2mm 毎変化せしめる
事により行った。各筋長下で等尺性単収縮を誘発し収縮時間と半弛緩時間を測定した結果，筋長を，
Lo -2mm から Lo +2mmへと伸長させるに従い収縮時間ならびに半弛緩時間は延長する傾向を示したが，







時間80秒)の発生張力に及ぼす影響を，口蓋帆挙筋の筋長を Lo ， Lo 土 1 mm, L。士 2mmに設定し検討
した結果，本筋の筋長を L。より伸長あるいは短縮させる事により連続刺激下の発生張力の減弱が著
明となった。発生張力の減弱傾向が最小となる筋長は，単収縮張力ならびに強縮張力が最大となる筋
長 (Lo ) に一致する事が判明した。
口蓋帆挙筋の筋特性に関して得られた以上の結果により 本筋の機械的収縮特性の一部が明らかと
なった。この事は軟口蓋運動の生理的背景の把握に寄与するものであると共に，臨床的には口蓋形成
術を施行する上で有用な指針を与えるものである。
論文の審査結果の要旨
本研究は軟口蓋運動の主役を担う口蓋帆挙筋の機械的収縮特性を研究したものである。
口蓋帆挙筋が筋活動時に示す様々な筋特性に関する追求は，従来全く行われていなかったが，本研
究により初めて明らかとされた。この結果は，軟口蓋運動の生理的背景を把握し，鼻咽腔閉鎖を究明
する上で極めて意義深いと共に，口蓋裂の治療法の向上に大いに寄与するものである ι よって本研究
者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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